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後期が始まりました
短い秋休みが終わり、気持ちをリフレッシュさせた子どもたちが

元気いっぱいに戻ってきました。みんな新しいめあてを決め、気持

ちも新たに張り切って後期のスタートを切りました。

後期始業式では、「自分の夢や目標に近づくためには、自分を動

かすことが大切だ」ということをお話ししました。ここで問題とな

るのは、「自分を動かすのは、どんな力か？」ということです。お

家の人やまわりの人に言われたから動くのでしょうか。確かに、そ

ういう場面もあるとは思いますが、それだけだと、うまくいかない

時、苦しい時など、くじけて動けなくなってしまいます。でも、「こうなりたい」「こうでありた

い」という「自分の思いや願い」があれば、ちょっとやそっとの壁に突き当たっても、くじけずに

「夢や目標」に向かっていくことができるのだと思います。今夏、秋田県内をはじめ日本全国を盛り

上げた「金農旋風」の報道の中で、練習グラウンドのボードに書かれていたある言葉が目にとまりま

した。それは、「何をやるかよりも、どうやるのか。ここ金足だから。」というものです。「東北で

一番強いチームになる」「甲子園で勝ち抜けるチームになる」という高い目標を共有した選手たちの

「誓い」なのだと感じました。

ところで本校では、昨年度から、「夢カード」を使って「将来の夢や目標」を明確にもち、その実

現に向かって「今の学校生活、家庭生活をどのようにつくっていけばいいのか」を考え、毎月の「振

り返り」をし、「次の取り組み」へとつなげていくという取り組みに力を入れています。また、昨日

の始業式では、一人一人が「後期のめあて」をしっかりと述べていました。「目指す自分像」に近づ

くために、「自分の思いや願いで、自分を動かすこと」「『何をやるか』で終わるのではなく、『ど

うやるのか』を大切にすること」を意識させ、自分と自分たちの学校生活を創り、半年後の「一つ上

の学年」に向かって「確かな力・態度」を身に付けさせていきたいと思います。

「夢カード」への温かい応援メッセージ、どうもありがとうございました。

三省
学校ホームページ http://www.city.semboku.akita.jp/sc_nakasyo/

学校公式ブログ http://blog.goo.ne.jp/sembokunakagawa 携帯からも見られます。随時更新中
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中川っ子のがんばり
◇白岩ミニバスケットボールクラブ 清水杯（築山・牛島の両スポ少主催の大会）

【決勝トーナメント】

準決勝：白 岩 ５６－４７ 牛島スポ少 （秋田市）

決 勝：白 岩 ５４－４６ 大曲西スポ少（大仙市）

この結果、見事に→ 優勝！

９月２９日（土）、３０日（日）の二日間にわたり、森

岳の山本体育館において開かれた同大会には、全県から８

つの強豪チームが参集しました。白岩ミニバスケットボー

ルクラブは、予選リーグを１位で通過し、決勝トーナメントに進出。上記の結果、見事に優勝を

勝ち取りました。本校から参加した４名の選手のうち、６年生のＳ．さんが『最優秀選手賞』を

受賞しました。みんな、よくがんばりました。今後の活躍を期待しています！

第２回 空きビン・空き缶回収へご協力ください

明日１０月１３日（土）から１０月２１日（日）までの９日間が、第２回空きビン・空き缶回収の

期間となっております。大変ご難儀をおかけしますが、どうぞよろしくお願いします。

なお、空き缶につきましては置き場所を下記の通り設置しました。表示札をご覧になり、アルミ缶

とスチール缶が混じることのないようにお願いします。どちらも駐車場横の小屋の屋根の下です。

＜子どもたちのふり返りから（一部抜粋のものもあり）＞

○”６年生最後の三省まつり”ぼくは、今年の三省まつりを大成功させることができました。全校音
楽や学年で練習したように、３９人が協力できたからだと思います。民謡は、大きな声で歌うこと
ができました。練習では、ぼくたちが下学年をひっぱって歌詞を覚えたり歌ったりすることができ
ました。ぼくたちの気持ちは、地域の人に伝わったと思います。
劇は、ほとんど自分たちで作った内容だったので少し心配だったけど、計画通りに進められてよ

かったです。お笑いやダンスでも、地域の人を笑顔にすることができました。
最後の全校音楽では、「いつだって」は、６年女子がダンスを考えて、それを全校のみんなで踊

りました。「ふるさと道」の合奏は、小太鼓の音に合わせてきれいに合奏することができました。
地域の人たちに、ぼくたちの笑顔をとどけることができました。 （６年 Ａ．さん）
○”平成最後の三省まつり”私は、６年生最後の三省まつりなので、目標を持って取り組みました。
一つ目は、元気で楽しい三省まつりにすること、二つ目は、思い出を作ること、三つ目は、お客さ
んに聞こえるように大きな声を出すことです。この三つの目標を持って、三省まつりに取り組みま
した。その目標を達成することができてよかったです。
すごく楽しい三省まつりでした。みんなで大きな声を出して歌えたのでよかったです。自分の仕

事もちゃんとできたのでよかったです。自分たちで作った劇も、本番で成功させることができたの
でよかったです。最後にみんなで踊った「ＵＳＡ」も楽しく踊れたのでよかったです。大きな声で
自分のセリフを言えたのでよかったです。それに、自分たちで作ったダンスも、全校のみんなに覚
えてもらって楽しく踊れました。また、「ふるさと道」も自分のパートを覚えてしっかりと演奏す
ることができたのでよかったです。平成最後で、６年生最後の三省まつりを成功させて思い出を残
すことができたのでよかったです。 （６年 Ｏ．さん）


